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問合せ先 　帯広年金事務所（帯広市西 1 条南 1 丁目）☎ 0155（65）5003
　役場住民課戸籍年金係　☎（574）2213

　大津小学校の総合学習の一環で、マツカワの放流
が行われました。大津小学校では子どもたちがこの
体験を通し、資源維持の大切さや命の尊さを体感す
ることを目的としており、毎年、大津漁業協同組合
の協力を得て行っているものです。
　参加した子どもたちは大津漁港内にある施設で職
員から指導を受けながら、水槽から取り出したマツ
カワの稚魚へ標識を付ける作業を行いました。
　始めはおそるおそるだった手つきも次第に慣れ、
スムーズに作業をこなし、漁港内へバケツを使って
放流しました。

大津小で
マツカワの放流体験

国民年金からのお知らせ

控除証明書専用ダイヤル
ねんきん加入者ダイヤル

<専用ダイヤル電話番号>

℡０５７０（００３）００４　（ナビダイヤル）
※通話料金は一般の固定電話の場合、市内通話料金でご利用いただけます。ただし、携帯電話等の場合は通常の通話料金がかかります。
※０５０で始まる電話でおかけの場合は、「０３（６６３０）２５２５」へお電話ください。こちらの番号からおかけになる場合は

通常の通話料金がかかります。

< 受付時間 >

●月曜日～金曜日　 ８：３０～１９：００　※祝日、１２月２９日～１月３日はご利用いただけません。

●第 ２ 土 曜 日   ９：３０～１６：００

社会保険料【国民年金保険料】
控 除 証 明 書 が 送 付 さ れ ま す

年末調整・確定申告まで大切に保管を !

　国民年金保険料は所得税法および地方税法上、

健康保険や厚生年金などの社会保険料を納めた場

合と同様に、社会保険料控除としてその年の課税

所得から控除され、税額が軽減されます。

　控除の対象となるのは、平成31年１月から令和

元年12月までに納められた保険料の全額です。過

去の年度分や追納された保険料も含まれます。

　また、ご自身の保険料だけでなく、ご家族（配

偶者やお子様等）の負担すべき国民年金保険料を

支払っている場合、その保険料も合わせて控除が

受けられます。

　なお、納付した国民年金保険料について、社会

保険料控除を受けるためには、年末調整や確定申

告を行うときに、領収証書など保険料を支払った

ことを証明する書類の添付が必要となります。こ

のため、平成31年１月１日から令和元年9月30日

までの間に国民年金保険料を納付された方には、

11月上旬に日本年金機構から「社会保険料（国民

年金保険料）控除証明書」が送られますので、申

告書の提出の際には必ずこの証明書または領収証

書を添付してください。（令和元年10月1日から12
月31日までの間に、今年はじめて国民年金保険料を

納められた方は、翌年の２月上旬に送られます。）

　税法上とても有利な国民年金は、老後はもちろ

ん不慮の事故など万一のときにも強い味方となる

制度です。保険料は納め忘れのないよう、きちん

と納めましょう。

年金相談・手続きの際はご予約を！

　日本年金機構の全国の年金事務所では、年金相談や年金請求手続きについて「事前予約」を行ってい
ます。お待たせ時間の少ない「予約相談」を、ぜひご利用ください。

●予約相談希望日の１か月前から前日まで受付しています。

●お申込の際は、基礎年金番号のわかるもの（年金手帳や年金証書など）　をご用意ください。

●相談実施時間　月曜日 8：30～19：00 ／ 火～金曜日 8：30～17：15 ／ 第2土曜日 9：30～16：00

予約の申し込みは「予約受付専用電話」へ！

０５７０ - ０５ - ４８９０　月～金曜（平日）8：30 ～ 17：15

　える夢館はるにれホールで、令和元年度豊頃町文
化芸術鑑賞事業「はるにれ寄席」（町教育委員会主
催）が開催されました。雷門音助さんが前座を務め
た「たらちね」から始まり、大阪・京都を中心とす
る上方落語の林家染左さんによる「寝床」や柳家喬
太郎さんによる家族愛を描いた人情噺「文七元結」、
また豊頃の舞台は 2 度目の林家二楽さんによる紙
切りで「二宮金次郎」や「まつり」などが上演され、
笑いあり涙ありで来場者を楽しませました。

令和元年度文化芸術鑑賞事業「はるにれ寄席」9
　24
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　9 月 18 日から 25 日までの間、農業に興味を持
つ学生と農家をつなぐ「２０１９秋アグリダイブプ
ログラム」（ＴＡＳＵＫＩ有限責任事業組合・ＴＡ
ＳＵＫＩ合同会社　山内一成代表　帯広市）が行わ
れ、北海道大学の学生 4 名が町内の受入農家で働
きながら農業を学びました。学生たちは終業後など
農作業がない時間には、農業関係者を招いて対話交
流をするなど見識を深めました。
　学生のひとりは「将来は農家になりたいと思って
おり、農業の現場を学べたことでいい経験になった」
と話していました。

9
　25

農業に興味を持つ学生と
農家をつなぐ
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